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研究速報 stage I・II胃癌における核 DNA ploidy pattemの 解析
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著者らは胃癌の生物学的悪性度を判定する目的で顕

微蛍光測光法により癌細胞核 DNAを 定量し,胃 痛取

扱い規約における病理組織像との対比を行った。

対象と方法 :治癒手術が施行されたstage I・II胃癌
のうち5年以上生存した21例と再発死亡した24例を対

象とした.こ のうち42711は進行胃癌で残り3例 は再発
死亡した早期目癌である。ホルマリン固定後のパラ
フィン包埋プロックを厚切し癌腫中央粘膜側から組織
を採取した.ま た,進 行癌のうちの8例 に対しさらに

腫瘍先進部からも同時に組織を採取 した.5mM
EDTA,collagenaseで処理した後,ホ モジナイズして

単離細胞を得た,諸 富らDの方法に準じて非特異蛍光

除去のための処理をした後,prOpidium 10dideによる

核染色を施した。OLYMPUS BH2‐ QRFLに て癌細胞
100個の核 DNA量 を測定すると同時に,リンパ球20個

についても測定しその平均値を2cとした。

結果 :得 られた ヒス トグラムを以下の 3つ の

ploldy patternに分類した。 I型 :4c以上の細胞が

10%未満で,6c以上の細胞がないもの.II型 :4c以上
の細胞が10%以上,ま たは,6c以 上の細胞が10%未満
であるもの.Ⅲ型 :6c以上の細胞が10%以上存在する

ものとし,I型 は13例,II型は24例,HI型は8例であっ

た。同一標本で癌腫中央粘膜側と深部先進部とを対比
した場合,88%(7/8)の 症例が同一のp10idy pattem
を示した。肉眼型とploidy pattemに相関は認めな
かった。組織型は I型でporが62%と 最も多く,II型
ではpapが50%,porが 25%で あった.ま た,予 後的

装膜面因子 (PS)の陽性率は I型23%,II型 28%,田

型 0%で あった。ly十またはv十の割合はI型62%,II

型84%,II型 100%で,リ ンパ節転移率は I型31%,II

型52%,HI型 88%で あった。図 1の ごとくHI型の予後

図 l ploidy pattemと予後 :回型はすべて5年以内
に死亡し予後は極めて不良である。
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は極めて不良であった。なお早期癌再発死亡例の3例
はすべて皿型であった.

考察 :比較的手後良好と考えられるstage I・II胃痛
にも再発死亡例があり,進 行度に重みを置いた現在の

胃癌取扱い規約では胃癌自体の悪性度を予後に反映す
るうえで限界があると考えられる。この点を踏まえ著

者らはstage I・II胃癌の核 DNA ploidy pattemを 分

析し,皿 型すなわちhigh ploidyな胃癌ではPS(― )
であっても脈管侵襲, リンパ節転移が高頻度で予後が

極めて不良であることを明らかにした。すなわち
DNA p10idy pattemの 判定が胃癌の予後に対する

prospect市e screeningとして有効であることが示唆
された。
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